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図 5 に示されるシステムが構築できるO システ
構成要素 2 消費財生産企業 (図 4参照) ム状態変数は楕円で固まれた生産量，雇用量，



























仮定 A-G である O とくに仮定 G のシステム
動作上の不自然さが目につくが，ここではただ，
システム状態変数の構成過程の例解がメインで



















6 )吉田 [204J (塩沢由典編『経済思想J 第 1巻，
日本経済評論社)参照。この立場を貫くことによ
って， 著者の断片的言明を理由にテキストの構造
的解読を放棄する不毛さを回避することができる。
『一般理論』序文その他に見られる 『貨幣論』につ
いてのケインズの言明が『貨幣論J研究に与えて
いる影響，一般均衡理論へのハイエクの支持表明
が後期ハイエクの不整合が後期ハイエク研究の展
開に与えている影響などを想起されたい。
7 )出力と内部状態の更新動作以前の状態に，構成
要素とシステムを戻す必要があるときには，その
ためのシステム側の装置が明示されるか，システ
ム側の想定として明示されなければいけない。例
えば， 一般均衡モデルで需給不一致時に，情報収
集と最適化計算をやり直させる場合などである。
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